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EPC-Kのメラニン合成抑制作用
B16F10 メラノーマ細胞に対するα-MSH誘導メラニン

α-MSH
(0.2uM)

EPC-K は用量依存的な抑制作用を示し, 25 ug/mLのcontrolに
対する抑制率は17％であった.

*p<0.05
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